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令和6年度 鹿児島市立本城小学校 グランドデザイン

【国の動向・学習指導要領】 【教育目標】 ○ 極小規模校
○ 育成を目指す資質・能力の明確化 確かな学力と豊かな人間性をもち， ○ 児童一人一人の実態

○ 主体的・対話的で深い学びに向けた授業改善 健康で明るく生活する本城の子どもを ○ 保護者・地域の願い

○ 社会に開かれた教育課程(ｶﾘｷｭﾗﾑﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ) 育成する。 ○ 教師の思い

【第３期鹿児島県教育振興基本計画】
「夢や希望を実現し未来を担う鹿児島の人づくり」 【校訓】 創立１３２周年 【１校１運動】
～あしたをひらく心豊かでたくましい人づくり～ かしこく やさしく たくましく かけ足

【鹿児島市教育振興基本計画】
か：鹿児島市に誇りをもち 【１学校１改革事項】 【徹底事項】
ご：これからの時代に必要な生きる力を養い 本城小の良さの発信強化 あいさつと
し：心身ともにたくましく 【特認校】 （地域外部連携・情報発信） やさしい言葉遣い
ま：学び続ける人材 を社会全体で育成

【重点目標】
１ 全ての教育の基本である人権教育の充実と学びの保障

Ｍ（見つめる）Ｏ（思いをめぐらす）Ｍ（向き合う）の姿勢を徹底するとともに，「分かる授業」を実践し，「全員が分かって帰る」な
ど個に応じた学びの保障をする。さらに，道徳科や学級活動の時間を生かし，一人一人の内面に問いかけ，望ましい姿への変容を目指す。

２ 特別な教育的支援を必要とする児童への支援
一人一人への理解を深め，方向性を確認しながら支援する。特別支援教育支援員と連携するとともに，校内支援委員会の充実を図る。

３ 不祥事根絶の遵守
「自分事として受け止め，本城小から不祥事を出さない」を合言葉に徹底を図る。特に，不祥事防止強化月間（８･12月）には事例研修
やロールプレイング研修を行い重点化を図る。信頼される学校づくり推進委員会を効果的に活用する。

４ 業務改善・働き方改革への取組
放課後の時間を有効活用するために新たな日課表（一本案）で，毎週金曜日・ 【１アクション】

給与支給日の定時退庁，積極的な年休取得，リフレッシュウィークを推進する。 職員の連携強化（職員室機能化）

【目指す学校像】＜笑顔あふれる学校＞ 【目指す子供像】＜進んで学ぶ子供＞ 【目指す教師像】生き生きと働く教師
○ 何事にも目標をもって取り組む学校 ○ 夢や目標に向かって努力する子ども ○ 教育公務員としての役割を自覚し，
○ あいさつがよくできる明るい学校 ○ 相手を思いやり大切にする子ども 保護者や地域住民に信頼される教師
○ 掃除が行き届いたきれいな学校 ○ 心も体もたくましい子ども ○ 授業を大切にして，研修に努め，子
○ 家庭・地域から信頼され，開かれた ○ 自分で考え，判断し，行動できる子 どもの力を伸ばす教師
学校 ども ○ 教育者としてのバランス感覚を身に

付け，心身共に健康な教師

【「確かな学力」向上プラン】 【「豊かな心」育みプラン】 【「健やかな体」育みプラン】

１ 目標 １ 目標 １ 目標
ア 各種学力検査の結果分析により一 ア いじめや不登校，問題行動の早期 ア「１校１運動（一人１運動）」を「か
人一人の実態を確実に把握し，確かな 発見に努め，いじめや不登校，問題 け足」とし，基礎体力の向上を図り，
学力を身に付けさせ，アンダーアチー 行動の発生０を目指す。 体力・運動能力調査での全国・市平
バーを解消する。 イ 自尊感情の育成とより良い人間関 均に近づける。

係つくりに努める。 イ「チャレンジかごしま」に積極的に
２ 具体的実践事項 参加する。
ア 学力向上アクションプランに基づ ２ 具体的実践事項
き，全校体制で学力向上に取り組む。 ア 人権尊重の視点に立った学校経営， ２ 具体的実践事項
・ 6つの重点内容(別紙)の確実な実施 学級経営を推進する。 ア 体力・運動能力の実態把握を行い，
イ「主体的・対話的で深い学び」の実 ・ 児童の「個性の発見」と「子どもの権利」の尊重 個に応じた指導を行う。
現に向け，特別支援教育（ユニバー イ 人権同和教育の充実を図る。 ・ 体力ﾅﾋﾞの活用と分析
サルデザイン等），人権尊重の視点に ・ ｢人権週間｣における標語や作文への取組 イ 教科体育の充実を図る。
立った授業改善を推進する。 ウ 特別支援教育の充実を図る。 ・ ｢本城ｻｽｹ｣｢ﾁｬﾚﾝｼﾞかごしま｣の継続
・ ｢何を理解し何ができるか｡どう使うか｣を意識した授業の取組 ・ ｲﾝｸﾙｰｼﾌﾞ教育や合理的配慮の実践 ウ 主体的な体力つくりを推進する。
ウ 基礎的・基本的事項の確実な定着 エ 積極的な生徒指導を行う。 ・ 始業前の「かけ足」「なわ跳び」への参加
を徹底する。 ・ 問題行動やいじめ,不登校への迅速な対応 エ 保健指導，保健活動の充実により
・ 3点ｾｯﾄ｢分かる授業･反復練習･個別指導｣の確実な実践 オ 道徳教育の充実を図る。 心身の健康を保持増進させる。
エ 家庭学習の習慣を確立するため保 ・ 校内研究の成果を生かした｢考え,議論する｣道徳教育の実践 ・ 健康診断結果の活用と指導,保護者への啓発,う歯完治100%
護者への働きかけを継続する。 カ 特別活動を充実する。 オ 新型コロナウイルス感染症をはじ
・ ｢第2土曜新聞学習の日｣の充実 ・ 成就感や達成感,自己有用感や自己肯定感を高める活動の工夫 めとする感染症への対策を行う。

オ 全校体制による指導の充実を図る。 キ 環境教育の充実を図り，生命・自 ・ 国や県や市の指針に基づいた感染症対策の徹底
・ 土曜授業日の｢ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟﾀｲﾑ｣での効果的な指導 然・動植物を愛する豊かな心を育む。 カ 食に関する指導の充実を図る。
カ ＧＩＧＡスクール構想に基づく情 ・ 整然とした学習環境づくり(環境接遇) ・ 望ましい食習慣の指導と｢食育｣授業の実践
報教育の充実を図る。 ク 読書指導の充実を図る。 キ 安全指導の徹底を図る。
・ 一人一台のタブレット有効活用とプログラミング教育の推進 ・ 必読書や異なるｼﾞｬﾝﾙの読書，｢命に関するｺｰﾅｰ｣の活用 ・ 生活,交通,災害安全の指導と危険予知・回避能力の向上

キ 消費者教育の充実を図る。 ケ 郷土教育・国際理解教育の充実を
・ 租税教室における関連指導の取扱い 図る。

ク 主権者教育に取り組む。 ・ 外国語活動や外国語科の目標の確実な達成 【小中連携・地域との連携強化】
・ 共通理解と各教科との関連指導の充実 ○ 幼・保，吉田南中との連携，情報交換

○ 学校運営協議会・コミュニティ協議会
【学校自慢】一人一人が主役の本城小

【特色ある教育活動】

○ 地域の伝統や文化芸術などの体験活動の重視 ○豊かな自然を生かした活動（稲作体験・川の自然）

○ 地域と融合した活動の推進（PTA・地域・市当局・公民館）○ 魅力ある教育活動と広報(ＨＰ･ブログ)の充実


